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　 農 業 参 入 の 目 的

　 高 齢 化 と 過 疎 化 が 進 む 御 津 地 域 の 活 力 に な れ ば と 、 平 成

2 4 年 に 農 産 物 直 売 所 「 み つ の 里 」 を 開 設 し 、 併 設 し た コ ン

ビ ニ エ ン ス ス ト ア と と も に 運 営 を 始 め た が 、 直 売 所 運 営 で

は 、 地 元 農 家 の 野 菜 や 県 特 産 果 実 が 好 評 と な る 中 、 年 間 通

し た 農 産 物 の 供 給 と 目 玉 商 品 の 育 成 が 課 題 と な っ た 。 そ こ

で 、 安 定 し た 品 揃 え と 特 産 品 づ く り を 目 指 し て 農 業 生 産 を

決 意 し 、 参 入 に 至 っ た 。

　 農 地 の 確 保

　 年 間 通 し て 供 給 で き る 品 目 と し て 導 入 し た ト マ ト

は 、 平 成 2 6 年 に 御 津 地 区 で 農 地 1 7 ａ を 購 入 し 、 ハ ウ

ス を 設 置 し て 経 営 を 開 始 し た 。 経 営 の 開 始 に あ た っ て

は 、 経 営 改 善 計 画 の 認 定 を 受 け て 認 定 農 業 者 と な り 、

ス ー パ ー Ｌ 資 金 を 活 用 し て ハ ウ ス を 整 備 し た 。 令 和 元

年 に は 、 同 地 区 内 に 1 6 ａ を 借 り て 規 模 を 拡 大 し た 。

　 ま た 、 法 人 で は 後 継 者 不 在 の 水 田 が 増 え つ つ あ る 現 状 を 危 惧 し 、 自 ら 水 稲 経 営 も 手 掛 け

る 。 農 地 は 、 利 用 権 設 定 や 農 地 中 間 管 理 機 構 と の 契 約 分 が 約 １ h a 、 法 人 役 員 か ら の 貸 借 が

約 ５ h a あ る 。

　 農 業 経 営 の 経 緯 や 現 況

＜ 生 産 部 門 ＞
・ ト マ ト 栽 培 で は 、 株 の 個 体 管 理 が 容 易 で 、 病 害 発 生 時 の 対 処 が ス ム ー ズ に で き る 独

立 ポ ッ ト 型 の 養 液 土 耕 栽 培 を 採 用 。 さ ら に 、 高 度 環 境 制 御 ・ 栽 培 管 理 シ ス テ ム を 採 用

し 、 温 度 ・ 炭 酸 ガ ス 濃 度 ・ 養 液 量 等 の 管 理 を 自 動 化 し 、 省 力 化 を 図 っ て い る 。 こ れ ら

は 、 県 外 産 地 へ の 視 察 な ど か ら 選 定 し 、 生 産 性 や 作 業 性 、 地 域 の 気 候 へ の 適 性 を 考 慮

し て い る 。 栽 培 で は 、 施 設 メ ー カ ー の 協 力 を 得 て 、 自 社 の 栽 培 条 件 に 適 し た 手 法 を 共
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（  調  査  年  月  日 ： 令  和  ３  年  ２  月  ）



1 1

同 で 確 立 し て い る 。

・ ト マ ト は 、 大 玉 種 （ 桃 太 郎 ヨ ー ク 、 り ん か ） と ミ ニ ト マ

ト （ ア イ コ 、 ジ ュ リ エ ッ タ 他 ） を 、 酸 味 や 糖 度 等 を 基 準

に 選 定 し 、 ２ か 所 の ハ ウ ス で 各 ３ 名 が 栽 培 作 業 に あ た っ

て い る 。

・ 水 稲 は 、 計 ６ h a で 「 き ぬ む す め 」 「 ア ケ ボ ノ 」 を 栽 培

し 、 籾 摺 り ・ 乾 燥 ・ 調 整 作 業 は 、 近 隣 の 営 農 組 合 に 委 託

し て い る 。

＜ 販 　 売 ＞

・ ト マ ト は 、 生 産 量 の ７ 割 を 自 社 運 営 の 直 売 所 で 販 売 し て

い る ほ か 、 市 場 出 荷 や 岡 山 市 内 の 量 販 店 内 の 直 売 コ ー

ナ ー で の 販 売 も 行 っ て い る 。

・ 米 は 、 岡 山 市 内 の 米 集 荷 ・ 販 売 業 者 へ 販 売 す る ほ か 、 同

直 売 所 で も 「 み つ の 里 米 」 と し て 販 売 し 、 ブ ラ ン ド 化 を

図 っ て い る 。

　 農 業 参 入 の 効 果 や 課 題 等

・ 地 域 に は 小 規 模 な 農 家 が 多 く 、 売 り 先 が な く 処 分 さ れ る 農 産 物 も あ っ た 中 、 開 設 し た 直 売

所 「 み つ の 里 」 は 、 地 域 に お け る 農 産 物 の 新 た な 販 売 拠 点 と な っ た 。

・ 後 継 者 不 在 の 水 田 を 借 り て 経 営 す る こ と で 、 耕 作 放 棄 地 の 解 消 だ け で な く 、 地 域 農 業 の 担

い 手 と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。

・ ６ 次 産 業 化 へ 取 組 が 広 が り 、 平 成 2 8 年 に は 国 の ６ 次 産 業 化 認 定 を 受 け て 、 新 た な 地 域 特

産 品 と な り 得 る ト マ ト ジ ャ ム ・ ド レ ッ シ ン グ が 誕 生 し た 。

　 今 後 の 展 開

・ ト マ ト で は 、 県 内 に 類 似 し た シ ス テ ム を 用 い た 栽 培 例 が な く 、 手 探 り で 技 術 を 磨 い て き た

が 、 さ ら に 経 験 を 積 み 、 品 質 向 上 と 高 単 価 で の 販 売 に 努 め て い く 。

・ 水 稲 経 営 は 、 ほ 場 数 が 約 3 0 枚 に の ぼ り 、 大 型 農 機 が 使 用 で き な い 場 所 も あ る な ど 、 厳 し

い 状 況 下 で 、 ま ず は 経 営 を 軌 道 に 乗 せ る こ と が 先 決 で あ る 。

・ 地 域 農 業 の 担 い 手 と し て 、 ま た 、 地 域 に 雇 用 を 生 む 経 営 体 と し て 、 地 域 を 永 続 的 に 担 っ て

い け る 存 在 を 目 指 し て い く 。

　 農 業 参 入 を 目 指 す 企 業 へ

　 ど ん な 事 業 で も 言 え ま す が 、 農 業 経 営 も 初 期 投 資 に 多 額 な 費 用 が 掛 か り ま す 。 農 地 所 有 適 格 法

人 を 立 ち 上 げ て 参 入 す る 形 態 に も メ リ ッ ト は あ り ま す が 、 お 金 や 時 間 を 要 す る の で 、 ま ず は 現 在 あ

る 法 人 の 一 事  業 部 門 と し て 農  業 経 営 を 始 め る こ と も 視  野 に 入 れ る べ き だ と 思 い ま す 。

　 ま た 、 水 稲 経 営 は 、 収 量 ・ 価 格 と も 安 定 し づ ら く 、 特 に 厳 し い 経 営 に な る こ と も 想 定 さ れ る の で 、

収  入 の ベ ー ス と な る 品 目 を 持 っ て お く こ と も 必  要 で す 。 栽  培  経  験  が 少 な い 者 で も チ ャ レ ン ジ 可 能

な 、 シ ス テ ム が 確  立 さ れ た 品 目 も あ り ま す の で 、 農  業 参 入 す る 前 に 十  分 な リ サ ー チ を 行 い 、 収  益  性

な  ど  を  検  討  し て  お く こ と  が  必  須  で  す 。

収  穫  後  の  大  玉 ト マ ト

み つ の 里 米


